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＜患者様連絡事項＞
・浅坂　政美様～臨時薬は同内容で5日分処方、以後定期となります。尿器と防水シーツを私物発注依頼しています。
・伊藤　雄一様～臨時薬は同内容で5日分処方、以後定期となります。

・袴田　将志様～明日転入予定となっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞
・長谷川　陽一様～電話が多いため控えるよう注意受けています。体重管理について説明保受けていますが表面的な返答で理解乏しい様子あります。
・坂本　のり子様～性的逸脱行為について注意受けていますが笑うのみで理解乏しく理由についても話す事はありません。薬剤調整はせず経過観察となっています。
・佐々木　悦子様～恋愛妄想の訴えありますが話を切り上げることは出来ています。水分摂取量の多さ指摘されると「水が飲みたくなる」と返答しています。
・菅井　浩子様～表情硬くし問いかけにも発語はなく首振りのみで反応しています。妄想発言や希死的発言はありません。
・出河　攻様～血圧安定している為、来週の定期薬からプラバスタチンNaとFK散が止めとなります。血圧の変動に注意していきましょう。体重の増加が気になるとの訴えあり、本人希望にて本日夕より大盛りから普通盛りへ変更となります。嗜好品の摂取状況についても指導・介入していきましょう。
・中山　真由美様～身体不調の訴えはありません。踵が硬くなっていると訴えありウリモックス1本処方となっています。
・續石　啓介様～「早く死ねばいい」などの幻聴があるとの事。また、だれが言っているのかが分からず妄想が広がっていくとも話している。薬剤調整はなく経過観察となっています。日中の活動（漢字の書き取り）などを促し気分転換を図っていきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～昨日シンラック服用していますが排便はまだないとの事。活動へ参加していますがエアロビは休み休み行い、トイレの為の退席目立っています。体重は増加傾向で現在87kg、運動の促しは拒否的です。ホールで過ごすことも多くなっていますが日中の活動が増やせるよう介入を行っていきましょう。
・松川　順子様～昨晩は頓服薬を服用し休まれ、今朝は熟睡できたと話しています。日中の活動性も改善してきており、活動では積極的にエアロビに参加する様子も見られています。本人は自己評価の低さ続いていますが出来ていることを一緒に振り返り自身が持てる様介入していきましょう。
・下川戸　長司様～活動へは参加出来ています。拒否はありませんが無理して参加していることもある為、状態に合わせて休息が必要な事伝えていきましょう。また、昨日よりリフレックスが増薬となっている為精神症状の変化に注意していきましょう。
・夏坂　浩美様～活動へ参加していますがトイレで退席し戻る様子無く経過しています。13:30幻聴訴え継続指示のレボトミン服用し午後は作業へ参加しています。幻聴を訴える頻度は減少していますが、保清面での介入が必要となってきています。入浴や身辺整理等介入していきましょう。
・浅坂　政美様～疼痛の訴えは持続していますが、車椅子を自走するなど活動性もみられてきています。臥床傾向にある為、日中の離床をすすめ漢字の書き取りなどの作業を促し気分転換を図っていきましょう。
・吉島　知寿子様～不満の訴え目立ちますがトラブルはありません。入浴後に左上腕の発赤訴えていますが本日は消失している為経過観察としています。左足底に鶏眼2か所ある為次回の皮膚科診察で診てもらうこととしています。今後、経済状況の確認を行い、主治医へも治療方針を確認していく事としています。
・内田　勇三様～夜間良眠で経過していますが、起床に声かけ要しています。日課も声かけ介入を要する事多いですが介入時の易怒性はありません。ADLが維持出来るよう介入を行っていきましょう。GAFは20点となっています。
・小笠原　文人様～耳の調子が悪いと不機嫌に訴えることもありますが、気分の高い様子も見られています。躁転化の可能性もある為訴えの内容や精神症状の変化に注意していきましょう。
・高田　マキ様、杉澤　恵子様～昨日準夜帯にてトラブルとなっています。本日は落ち着いて過ごす事出来ていますが、引き続き注意していきましょう。
・坂本　のり子様、山下　拓也様～昨日準夜帯にて性的逸脱行為あります。注意していますが理解の乏しい様子あり、坂本様に関しては他の男性患者様との接触や距離の近い様子も見られています。引き続き注意していきましょう。

